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研究成果の概要（和文）：前2千年紀のメソポタミアとシリアの各地で発見された多様な楔形文字文書史料のも
たらすデータを総体として視野に収め、当該地域の書記伝統、暦法、祭儀、行政・社会制度の諸相を包括的に捉
えるべく、国際的共同研究を実施した。3度の国際会議をへて、特に、（１）前2千年紀初頭から前1千年紀前半
にかけての各地における書記教育のカリキュラムと書字法の特徴ならびに相互関係、（２）同時期の各地のカレ
ンダーシステムと月名の異同、（3）前1千年紀に当該地域に帝国として君臨したアッシリアの政治、行政、社
会、宗教、書字文化の諸問題を解明した。
　成果は、3冊の英文モノグラフとして出版を計画し、一冊をすでに出版した。

研究成果の概要（英文）：The project dealt with the data of various cuneiform documents originating 
from different sites in Mesopotamia and Syria in a holistic manner, in order to understand 
comprehensively the aspects of cultures and societies of those areas in the second millennium BC and
 thereafter. Holding three international academic meetings, we have intensively studied and 
discussed the following subjects: (1) the characteristics of scribal curricula and scribal 
traditions in different areas and their relations with each other; (2) the calendars and festivals 
in various cities in the areas and its difference and interrelations; (3) various questions relating
 to the politics, administration, societies, religion and scribal culture of the Assyrian empire. We
 have planned to publish three monographs in English following our meetings, and have already 
published one of them.

研究分野： アッシリア学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）人類最古の文字文明が栄えた古代メソ
ポタミア世界の研究は、19 世紀以来、メソポ
タミア中・南部に位置する諸遺跡の調査を中
心に進展してきた。そうしたなか、ユーフラ
テス川中流域とシリア北東部を流れユーフ
ラテス川に合流するハブル川の流域は、メソ
ポタミアとシリアを結ぶ回廊として歴史的
に重要な役割を果たしたことが知られてき
たものの、メソポタミア文明地域の辺境と見
なされ、当初大きな注目を集めなかった。し
かし、1970 年代以降、ユーフラテス中流域な
らびにハブル流域に点在する大型遺跡の発
掘調査が進み、それらの遺跡から楔形文字史
料が多数発見された結果、前 2 千年紀の同地
域についての詳細が近年急速に明らかにな
って来た。特にユーフラテス中流域のテル・
メスケネ遺跡、テル・アシャラ遺跡、ヒルベ
ト・エ・デニエ遺跡、ハブル川上流域に位置
するテル・レイラン遺跡、テル・フエラ遺跡、
また同下流域に位置するテル・タバン遺跡、
テル・シェイク・ハマド遺跡などからそれぞ
れ百点を超える前２千年紀の粘土板文書が
発見され、当該地域の重要性が認知されるよ
うになった。 
 
（2）1997-2010 年にテル・タバン遺跡で実施
された国士舘大学による発掘調査では、わが
国の発掘隊としてははじめて 500 点を超える
楔形文字文書史料が発見され、ハイデルベル
ク大学の S. Maul、筑波大学の山田重郎（本計
画研究代表者）ならびに柴田大輔が、これら
の文書を解読・研究・出版してきた。テル・
タバン遺跡出土文字資料は、①前 18 世紀後
半の粘土板文書（行政文書、書簡、学校文書）
（約 30 点）、②前 13 世紀後半から前 12 世紀
前半の粘土板文書（行政文書、書簡、宗教文
書）（約 250 点）、③前 12 世紀前半から前 11
世紀前半の粘土製円筒、釘、レンガに刻まれ
た建築記念碑文（約 300 点）からなり、これ
らの文書の研究により、テル・タバン遺跡が
メソポタミア各地で出土する楔形文字文書
史料に頻繁に言及される古代都市タバトゥ
ム/タベトゥであることが証明され、前 2 千年
紀の異なる時期におけるこの都市とその周
辺の歴史と文化が明らかになってきた。すな
わち、前 2 千年紀前半、同市は、南方のユー
フラテス中流域に位置するマリ市やテルカ
市を拠点とする王国の政治的・文化的影響下
にあったが、前２千年紀後半には、東方のテ
ィグリス中流域を拠点とする大国アッシリ
アの影響下に置かれながら、「マリの地の王」
を名乗る在地領主の地方王朝が同市を中心
とする独立した行政圏を維持していた、とい
う実態が明らかになってきたのである。 
 
（3）こうして前 2 千年紀の様々な時期と場
所（都市）に由来する多くの新たな文書史料
が現れるなか、多様な史料のもたらすデータ
を包括的に視野に収めることが急務となっ

てきた。こうした努力は他に先駆けてドイツ
とフランスの研究者の間で行われ、特定のテ
ーマ（「前 2 千年紀の上部メソポタミアの歴
史地理」）について複数回の共同研究会を行
い、その結果を論文集の形で公表して成功を
収めている。この成功に倣い、本研究計画の
代表である山田も研究助成金（日仏交流促進
事業＜SAKURA＞）を得て、日本とフランス
の研究者との間で当該期のハブル川流域の
歴史地理をテーマに定め、2009 年から 2010
年までの 2 年間にパリと筑波で計 4 回の研究
会を持ち、双方のデータを交換し、その成果
を 2013 年 1 月に、Revue d’assyriologie et 
d’archéologie orientale 誌の特別号に編著者と
してまとめ、出版した。こうした共同研究は、
個別の遺跡ごとに研究が細分化されやすい
状況を克服し、興味深い研究成果をもたらし
たが、一方で歴史地理という課題にとどまら
ず、より広い視野に立った共同研究や情報交
換が必要であることを示した。 
 
 
２．研究の目的 
（1）本計画研究は、政治史や歴史地理にと
どまらず、書記伝統、暦法、宗教祭儀、行政・
社会制度、産業と物流など楔形文字史料が情
報を提供し得る複数のテーマを取り上げ、域
内での諸都市・諸王権の文化的・社会的・政
治的関係を包括的に捉えることを目的とし
た。 
 
（2）具体的には、研究代表者自らが従事す
るテル・タバン文書の解読作業の進展に上乗
せして、上述の様々なテーマについての研究
を進めることとし、１年間の準備期間をへて、
研究期間の２年目から４年目まで３年間に
わたり年に１度ずつ合計３回、当該地域の
様々な遺跡から出土する楔形文字文書史料
を研究している欧米の研究者を筑波大学に
招聘し、以下のテーマを定めて研究会を行う
計画をたてた。： 
第１回 「書記教育と書記伝統」 
第２回 「暦法と祭儀」 
第３回 「行政・社会制度と産業・物流」。 
 

（3）そして、研究会の成果をそれぞれ個別
のモノグラフ（英文）にまとめ、学界に成果
を公表することにした。 
 
 
３．研究の方法 
（1）一年半の準備をへて、2013 年 12 月 5－
6 日に第 1 回の研究会議を“Cultures and 
Societies in the Middle Euphrates and Habur 
Areas in the Second Millennium BC: Scribal 
Education and Scribal Traditions”（「前 2 千年紀
のユーフラテス中流域とハブル流域におけ
る文化と社会：書記教育と書記伝統」）とし
て、筑波大学キャンパス内において開催した。
会議参加者の一人である N.Veldhuis が 1997



年にフローニンゲン大学に提出した学位論
文 Elementary Education at Nippur 以来、メソ
ポタミアとその周辺各地で発見された書記
学校に所属する諸文書が考古学的脈絡を考
慮しながら精密に研究され、書記学校のカリ
キュラムをはじめとする各地の書記教育の
諸相が明らかになってきた。現在、メソポタ
ミア、シリア、アナトリア、エジプトなどの
各地で、いつ、どのような教材を用いて、ど
のような書記教育が行われたのかを検証す
ることが、楔形文字学の主要な研究テーマの
一つとなっている。こうした関心は、各種語
彙リストや文学文書のような書記教育の教
材と深くかかわる文書が、どこでどのように
手写され、どのように西アジア各地に伝播し
ていったのか、あるいは、法文書や行政文書
にみられる地方的な個性や伝統はどのよう
に生まれ、異なる伝統は互いにどのように関
連しているのか、といった書記伝統の拡散と
地方的発展のプロセスという壮大なテーマ
に連なっている。第１回の研究会議は、前 2
千年紀のメソポタミア・シリアという枠組み
で、この問題を取り上げるものである。 
日本に会場を設定したことに意義を持た

せたいという期待もあり、会議は、池田潤に
よる日本語の文字システムと楔形文字シス
テムを対照的に論ずる講演で幕を開け、その
後、メソポタミアとシリアの書記教育と書記
伝統の諸相に関連する発表が行われた。発表
には、古バビロニア時代とカッシート時代の
バビロニアの諸都市（Veldhuis, Bartelmus）な
らびに後期青銅器時代のエマル、ウガリット、
ハットゥサにおける書記教育の実態やカリ
キュラムを問題にする発表（Cohen, van Soldt, 
Weeden）、ユーフラテス中流域とハブル川流
域のテルカやタバトゥム/タベトゥ（テル・タ
バン）の書記教育・書記伝統を論ずる発表
（Podany, Yamada, Shibata）が含まれている。
また、度量衡システムとその書記教育におけ
る位置を論じる個性的研究（Chambon）は、
産業的実践と書記教育がどのように接点を
持つのかを問う斬新な研究例を示してくれ
た。 
 
（2）第 2 回の研究会議は、当初、前 2 千年
紀のユーフラテスとハブル流域の暦と祭礼
をテーマにして行う予定であったが、研究の
過程でより広い時空間を視野に収めての研
究が必要になってきたことを考慮して、前 8
－7 世紀に西アジアの広域を支配して、しば
しば「世界初の帝国」と呼ばれる新アッシリ
ア帝国をめぐる歴史的・文化的諸相をテーマ
に実施した。他の計画研究班と連携したほか、
学術振興会の「日本・フィンランド 2 国間共
同セミナー」支援経費の助成も得て、2014 年
12 月 11－13 日の 3 日間、“Interaction, Interplay 
and Combined Use of Different Sources in 
Neo-Assyrian Studies: Monumental Texts and 
Archival Sources”（「新アッシリア研究におけ
る異種資料の相互作用・相互影響・相互補

完」）として、筑波大学キャンパスと筑波国
際会議場において会議を開催した。 

1980 年代から複数の大規模プロジェクト
（State Archives of Assyria Project [Helsinki]、
Royal Inscriptions of Mesopotamia Project 
[Toronto]、Royal Inscriptions of Neo-Assyrian 
Period Project [Philadelphia, München]、Assur 
Project [Heidelberg, Berlin]等）が進展し、多様
で大量の文書が文献学的に高い精度で体系
的に編集・出版された。地図、人名事典、イ
ンターネットによる資料の公開等、斬新な研
究ツールが提供されたことで、新たに研究が
活性化した。こうして、多様なジャンルの文
書を複合的に用いる応用研究を可能にする
環境が整ってきた状況を踏まえ、研究会議は
異種資料を複合的に用いて行う個別研究の
発表を通して、新アッシリア時代の歴史と文
化に関する応用研究の前線を探るという試
みとして企画された。会議では、行政文書、
法文書、書簡、王碑文、編年記、予兆文書、
祈祷文書、文学文書、美術・図像資料、考古
学的データなど、異なる史料を対比的・複合
的に分析することで、為政者のイメージと政
治的・行政的地位（Fink、Radner）、高級官僚
の軍事的・行政的役割（Mattila）、アッシリア
の行政州分割（Yamada）、アッシリアとその
周辺の歴史と地理（Hasegawa, van Buylaere, 
Rollinger）、アッシリア軍の兵站（Fuchs）、呪
術や予兆観測と書簡、王碑文の文書的相関
（Luukko, Zamazalova）、祈祷と祭儀地理
（Shibata）、建築事業と記念碑文（Novotny）、
軍事的・政治的事件の諸相（Ito、Novotny - 
Watanabe）、王碑文編集の問題点（Frame）、
ジェンダー（Svärd）といった多様なテーマに
関する研究が発表され、活発な議論が交わさ
れた。 
 
（3）2016 年 3 月 23－24 日に筑波大学キャン
パス内で実施した 3 回目の研究会議は、当初
設定した主要な目的である前 2 千年紀の研究
に回帰し、“Cultures and Societies in the Middle 
Euphrates and Habur Areas in the Second 
Millennium BC: Calendars and Festivals”（「前 2
千年紀のユーフラテス中流域とハブル流域
における文化と社会：暦と祭礼」）として実
施した。 
前 18 世紀と前 13－12 世紀に由来する各種

テル・タバン文書に記録された暦の月名は、
前 2 千年紀の周辺地域の暦と一定の共通性を
持ちながら、時代とともに独自の変遷をとげ
ていったことが、研究によって明らかになっ
てきた。そこで、テル・タバン文書の外に視
野を広げ、前 3 千年紀半ばから前 2 千年紀の
おわりまでの時代を通じて、メソポタミア・
シリア各地の暦は、どのような個性を持ち、
相互にどのような関係にあったのか（あるい
は、なかったのか）を、各時代、各地域の暦
を俎上に並べて考えてみようという企画で
ある。2 日間の会議を通じて、メソポタミア・
シリアの広い時空間に確認される複数のカ



レンダー・システムの実態が、未公刊のデー
タを含めて報告された。具体的には、前 3 千
年紀メソポタミア各地の暦（Sallaberger、
Maekawa）、前 3 千年紀末から前 2 千年紀初め
のマリの暦（Colonna d’Istria）、前 2 千年紀前
半のマリの暦と上下メソポタミア各地の暦
（Charpin, Jacquet, Ziegler）、前 2 千年紀のテ
ルカ、タバトゥム、エマルの暦（Rouault, 
Shibata, S. Yamada, Fleming, M. Yamada）、前 2
千年紀前半のアッシュルの暦（Michel）等に
関する詳細が検討された。月の運行による太
陰暦を基礎にしながら、農耕にとって重要な
太陽の運行を太陰暦と連動させるため、暦は
どのように調整されたのか、また農事や祭礼
に関係する月名は、暦の実態とどのような関
係にあるのか、広域支配国家の「公的」暦と
諸都市の「地方的」暦は、どのように共存し
得るのか。こうした様々な問題について、そ
れぞれの地域・時代の専門家の知見が共有さ
れた。 
 
４．研究成果 
上記の 3 度の国際会議で報告された研究は、
会議時とその後の更なる研究をへて、それぞ
れに、以下の 3 冊のモノグラフとして編集す
る計画を立て、最初の一冊はすでに 2016 年
に出版を終え、残りの 2 冊の編集作業が進行
中である。 
① S. Yamada and D. Shibata (eds.), Cultures 

and Societies in the Middle Euphrates and Habur 
Areas in the Second Millennium BC, I: Scribal 
Education and Scribal Traditions, Studia 
Chaburensia 5, Wiesbaden: Harrassowitz Verlag, 
2016 （既刊） 
② R. Mattila, D. Shibata, and S. Yamada 

(eds.), Neo-Assyrian Sources in Context: 
Thematic Studies of Texts, History and Culture, 
State Archives of Assyria Studies 30(?), 
Helsinki: Neo-Assyrian Text Corpus Project, 
2017（近刊） 
③ D. Shibata and S. Yamada (eds.), Cultures 

and Societies in the Middle Euphrates and Habur 
Areas in the Second Millennium BC, II: 
Calendars and Festivals, Studia Chaburensia 8(?), 
Wiesbaden: Harrassowitz, 2017 （近刊） 
 こうした活動を通じて、特に前 2 千年紀初
頭から前 1 千年紀前半にかけてのメソポタミ
アとシリアの各地における書記教育のカリ
キュラムならびに書記術の地方ごとの伝統、
各地の暦と月名の異同と相互関係、アッシリ
ア帝国の政治、行政、領土、宗教、社会の諸
相が明らかにされた。 
 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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